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大阪帝國大學醫學部第三内科教室及竹尾結核研究所(圭任 今村荒男敏授)

馨 學士 米 田 庄 三 郎

本論丈 ノ要旨 ・・第12同 及第14同 結核病學 會総 會今村敏授宿題報告 中 二號表 セ リ。
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第一章 緒 言

肺 結 核 患者 血 清 「ビ リル ビ ン」量 二關 ス ル余 ノ研

究 成 績 ハ 既 二敷 次 錫(3⊃之 テ報 告 セ リ。 又 外 國 ニ

テハ(4)Warnecke其 他 ノ報 告 ア リ。Warnecke

ハ134名 ノ患 者 中重 症 ナ ル雨 側 性 肺 結 核 患者 ノ

血 清 「ビ リル ビ ン」量 低 キ テ認 メ、`5)Leoniハ81

名 ノ患 者 二就 テ検 索 シ、 其 中嚢 熱 高 度 ニ シ テ且

榮 養 状 態 不 良 ナル 者程 血 清 「ビ リル ビ ン」含 有 量

僅 微 ナ リ ト述 ベ タ リ。 其 他 ノ諸 氏1驕1ノ 成 績 亦

大 禮Warneckeニ ー一致 ス ル モ何 レモ其 實 験 例

少 シ。然 ル ニDrabkinaハ 却 ツ テ重 症 肺 結 核 患

者 ニ テ血 清 「ビ リル ビ ン」量 多 シ ト唱 フ。(但 シ

彼 ノ記 セ ル数 字 ハ他 ノ諸 家 二比 シテ懸 隔 甚 ダ シ

久 例 ヘ バ6mg%テ 以 テ血 清 「ピ リル ピ ン」量

ノ正 常 範 園 トナ シ、 肺 結 核 重 症 患者 ニ テ ハ更 二

之 ヨ リ増 加 セ リ トナ ス。 不 可 解 ナ リ)。 本邦(11)

山 中氏 ハ嘗 テ14例 ノ 肺 結 核 患 者 中8例 ニ ハ著

攣 ナ 久2例 ニハ血 清 「ピ リル ビ ン」含 量 ノ寡 少

ナ ル テ見 、4例 ニハ却 ツ テ過 「ピ リル ピ ン」血 ア

ル ラ認 メ タ リ.

以 上 ノ如 ク肺 結 核 患者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」量 ハ

寡 少 ナ リ トナ スモ ノ多 キ モ、侍 二却 ツ テ過 「ピ リ

ル ビ ン」血 テ認 メ タル者 ア リ。 雨 者 何 レガ正 シ

キ カ、 又若 シ「過 」ト「寡 」ト雨 者 共 二存 ス トセバ

此 相 違 ハ何 二因 ル カ、 以 上諸 家 ノ成 績 ハ症例 少

久 観 察 亦 精 細 ナ ラズ シテ之 テ判 定 スル能 ハ ズ。

即 チ患 者 ノ胸 部 「レ ン トゲ ン」像 ニ ヨル精 密 ナル

比 較 研 究 ラ試 ミ タル モ ノチ ク、 又、 赤 血 球 沈 降

速 度 、 血 液 所 見、 「ツベ ル ク リ ン、 ア レル ギー」

等 ト血 清 「ピ リル ビ ン」量 トノ關係 二著 目 セル モ

ノナ 久 從 ヒテ患 者 豫 後 判 定 ノ見 地 ヨ リ血 清 「ビ

リル ピ ン」量 ノ測 定 テ ナ シタ ル研 究 報 告 テ見 ズ。

余 ハ以 上 ノ 諸 貼 二 著 眼 シ テ今 村 教 授 指 導 ノ下

一・ 昭 和8年 以 來 之 二就 テ研 究 シ
、 實 験 症 例 今

ヤ700名 二達 シ(ソ ノ中過 牛 数 ハ3週 間以 上 ノ

間 隔 ニ テ2同 以 上 検 査 テ行 ヒ タ リ)延1056同 ノ

血 清 「ビ リル ピ ン」量測 定 ヲ行 ピ タ リ。 弦 二余 ノ
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研究成績ラ綜合 シ血清 「ビリルビン」量 ト肺結核 トノ關 係 二就 テ知 見 テ加 ヘ ン トス。

第二章 検査材料及ビ測定方法

1.検 査 人 員

今 村 内科 入院 ノ 肺 結 核 患 者(昭 和8年7月 ヨ リ

昭和11年9月 二至 ル)700名 。

2.測 定 方 法

探 血 ハ患 者 書 食 前 二肘 静 脈 ヨ リ行 ヒ、 血 清 分 離

後 可及 的速 二血 清 「ビ リル ビ ン」量 テ測 定 ス.

血 清 「ビ リル ビ ン」定 量 法 ハ12)Hijmansvanden

Bergh氏 法 間接 反 癒 二依 リ(13標準 比 色液 トシテ

ハ 「メル ク」會 肚 製 硫 酸 「コバ ル ト」水 溶 液 テ用

ヒ、Autenrithノ 「カ イル」テ使 用 シテ比 色定 量

ヲ行 ピタ リ。 爾 血 清 「ビ リル ビ ン」量1・OBE・

(0.5mg%)以 上 ノモ ノハ血 清 残 部 二就 テ直接 反

慮 ノ有 無 テ検 セ リ。

症 例 ノ約 牛 激 ハ前 述 ノ如 ク約3週 間 ノ間 隔 テ オ

キテ2同 以 上血 清 「ビ リル ビ ン」ヲ測 定 シ、 以 テ

結 核 ノ経 過 ト封 比 セ リ。

筒 「ビ リル ピ ン」量 ハ 「ビ リル ビ ン」軍 位(BE.)ニ

テ表 セ リ。即 チ1.OBE.ハ 血 清100ccm中 一一・O・5

mgノ 「ビ リル ピ ン」テ含 有 セ ル割 合 テ示 ス モ ノ

ナ リ。

第三章 成 績

第 一 節 「レ ン ト ゲ ン」像 ヨ リ槻

タ ノン肺 結 核 病 竈 状 況 ト血 清

「ビ リ ノレビ ン」量 ト ノ 關 係

患者 ラ胸 部 「レン トゲ ン」爲 眞 二依 リテ次 ノ如 ク

分 類 セ リ。

1.輕 症 者 計161名

a肺 門 部 陰=影塘 加 シ、肺 門部 及 其 周 園 二陰

影梢 ㌃著 明 ナ ル モ ノ117名

b小 早 期 浸 潤 、 境 界 明瞭 ニ シテ、早 期 室洞

或 ハ娘 浸 潤 等 テ生 ぜ ザ ル モ ノ10名

C肺 尖 部 或 ハ之 ヨ リ下 方 二於 テ輕 度 陰影 ア

ル モ ノ34名

2.中 等 症 計195名

d肺 門部 及 肺 門腺 結 核 。aヨ リ進 展 セル モ

ノー シテ、肺 門 淋 巴腺 陰 影 著 明 ニ シ テ或

ノ・肺 門部 及 其 周 園 相 當 振 大 セル モ ノニ シ

テ、 之 テ圭増 殖 性 ト主 滲 出 性 ノ2ツ ニ匠

分 ス52名

e大 早 期 浸 潤 、bノ 大 ナ ル モ ノ、 及 ビ境 界

不 明瞭 ニ シ テ周園 二波及 シ、 或 ハ室 洞 ラ

生 ぜ ル モ ノ15名

f肺 上 葉 炎 、 但 シ 軍 純 性 ノモ ノ(Lobite

superieuresimpley、16名

9播 種 性肺 結 核 、 但 シー葉 二限 局 シ且 其 陰

影 ハ圭 トシ テ細 葉 性 ニ シテ融 合 ノ傾 向 テ

認 メザ ル モ ノ10名

h慢 性肺 結核 、cヨ リ梢 め 聾展 セ ル モ ノー

シテ、其 陰 影 一 葉 二限 局 セ ラ レ、或 ハニ

葉 二亙 ル モ合 シテー 葉 テ超 ユ ル コ トナ キ

モ ノ、 之 テ ソ ノ陰 影 ノ性 質 二依 リテ圭 」曾

殖 性、 主滲 出 性 二囁 分 ス。102名

3.重 症'計242名

肺 上葉 炎、 超 過 性 ノモ ノ、 帥 チ浸 潤 陰=影

葉 間 テ超 工、 タ メ ニ葉 間 境 界 明瞭 テ鋏 ケ

ル モ ノ(Lobitesup.d6pass6e)9名 及 ビ

雨 側 化 セル モ ノ(Lobitesup.debilter。

alisation)12名 、 合 シテ21名 。

●
-
」

k

1

播種性肺結核。但 シ陰影一葉 テ超ユルモ

ノ、コレテ其 ノ融合傾向 ノ有無 二依 リテ、

主檜殖性、圭滲出性及 ビ融合特 二著明ナ

ルモノ ・ミニ嘔別ス73名

慢性肺結核。主檜殖性、混合性、主滲出

性 二分 ツ119名

乾酪性肺炎29名

以 上 計598名 ニ シテ術 腸結 核 テ合 併 セ ル モ ノ

(67名)喉 頭 結 核 テ件 ヘ ル モ ノ(35名)二 就 テ・・別

欄 二記 セ リ。
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第1表 テ見 ル ニ輕 症 者161名 中血 清 「ビ リル ピ

ン」量 痕跡 的 及 其 レ以 下 ナ ル 者38名(23.7%)

0.2-0.5BE.ノ 者59名(36.8%>0.5-1.OBE.

ノ者・46名(28.3%>1.0-1.5BE.ノ 者15名(9.3

%)1.5BE.以 上 ノ者3名(1.8%)ナ リ。 其 中早

期 浸 潤 ノ者 二血 清 「ピ リル ピ ン1含 有 量 高 キモ ノ

比較 的 多 シ。

中等 症 ノ者195名 中血 清 「ビ リル ビ ン」量 ノ痕 跡

的及 其 レ以 下 ナ ル春53名(27.1%)0.2-0.5BE.

ノ者61名(31・2%)0・5-1.OBE.ノ 者37名(18.9

%)1・0-1・5BE.ノ 者24名(12.3%)一 シテ、1.5

BE・ テ超 ユ ル モ ノ、 即 チ過 「ピ リル ビ ン」血歌 態

ニ ア リ ト考 ヘ ラル ・者20名(10 .O%)ア リ。 ソ

ノ中早期 浸 潤 ノ者 ハ血 清 「ビ リル ビ ノ」量概 シテ

高 久 又檜 殖 性 ノ者 ハ 滲 出 性 ノ者 ヨ リ血 清 「ビ

リル ピ ン」量 高 キ傾 向 ア リ。

重 症 者 ニ テハ血 清 「ビ リル ピ ン」量 著 明 二 低 下

シ・ 即 チ242名 中、 血 清 「ピ リル ビ ン」量 痕 跡 的

及 ビ ソ レ以 下 ナ ル者162名(66.5%)ニ シテ、0.2

-0 ・5BE.ノ 者51名(21.0%)0.5--1 .OBE.ノ

者僅 カ ニ26名(11.1%)ニ シテ1.0-1.5BE.ノ

者 二至 リテ ハ3名(1・2%)テ 算 ス ル ノ ミ。1.5

BE・ テ超 ユル 者1例 モ ナ シ。然 シテ病 竈 獣 態 ノ

如何 二依 リテ観 察 スル ニ滲 出 傾 向 ノ著 明 ナ ル者

(圭滲 出 性、 肺 炎性 、 等)ニ ハ特 二血 清 「ビ リル

ピ ン」含 有 量僅 微 ナル モ ノ多 キ傾 向 アル モ
、其 ノ

間 ノ差 ハ著 シキ モ ノニ非 ズ。 蓋 シ増 殖 性 、 滲 出

性 ト分 ツ モ重 症者 ニ ア リテハ 斯 ル匿 別 ハ多 数 二

於 テハ明 カ ナ ラズ 、 故 二重 症 者 ノ多 クハ 「混 合

性」 ト認 ムベ キ ナ リ。 之諸 型 ノ間 二著 シキ血 清

「ビ リル ビ ン」量 分布 ノ差 異 テ見 ル能
ハザ リ シ所

以 ナ ルベ シ。

肺 上葉 炎及 ビ 播 種 陞肺結 核 ハ 特 異 ノ病 型 二屡

シ・ 其 成 立 過 程 二於 テ興 味 アル モ ノナ リ
。 肺 上

葉 炎 ノ成 立 二關 シテハ ⑭Bernardノ 如 ク葉 間

肋 膜 炎 二績 嚢 セル テ 見 タル モ ノ ア リ、'IS)Neu-

mann「16)Assmannノ 如 ク早 期 浸 潤 中 二包 括 セ

ン トスル モ ノァ リ
。 即 チ以 上 ノ三 氏 ハ肺 上 葉 炎

テ以 テ成 人 肺 結 核 ノ初 期 トナ スモ ノナ リ
。 然 レ

ドモ(i7)Sergentハ 本 型 テ以 テ普 通 ノ肺 葉 性 肺 結

核 ト同㌘ 覗 シ、 種 々 ナル肺 結 核 病 型 ノ病 勢 躍 進

二際 シ テ成 立 スル モ ノナ リ トナ ス。(18松岡 ハ又

肺 上 葉 炎 ガ種 々 ナル病 型 ノ経 過 中 二成 立 シ得 ル

モ ノナ リ ト述 ブ。(19)日置、 寳來 、 岩 田 ガ今 村 内

科 二於 テ調 査 セル所 モ亦 大 禮 松 岡 ノ所 見 ト相 似

タ リ。 從 ツ テ余 ガ舷 二肺 上葉 炎 トシ テ記 述 セ シ

中 ニ ハ種 々 ナ ル機 轄 ニ テ成 立 セ シ モ ノテ包 含 ス

ル ナ ル ベ シ。 ソ ノ中軍 純 性 ノモ ノハ 中等 症 二算

入 セ ラル ベ ク.超 過 性及 ビ雨 側 化 セル モ ノハ當

然 重症 中 二算 スベ キ モ ノナ リ ト考 フ。 輩 純 性 肺

上葉 炎 ハ、 超過 性及 ビ雨側 化 セ ル モ ノ ヨ リ血 清

「ビ リル ビ ン」含 有 量 多 シ
。

次 二播 種 性 肺 結 核 合 計83名 中、中 等 症 二属 ス ル

10名 ハ血 清 「ビ リル ビ ン」量 比 較 的 高 ク、 重 症 二

罵 スル モ ノハ低 キ者 多 シ。 播 種 性 肺結 核 ハ結 核

菌 ノ血 行 性 播 布 二 依 リ テ 成 立 ス ル モ ノナ レ ド

モ、 血 清 「ビ リル ビ ン」量 ヨ リ見 レバ、他 ノ肺結

ト特 別 ナ ル差 異 アル テ認 メ難 シ。

第2表 ハ以 上 記 セ ル所 テー 括 シテ百分 率 ニ テ示

シ タル モ ノニ シテ、 重 症 肺 結 核 患 者 ハ中等 症及

ピ輕 症 者 二比 シ テ、 血 清 「ビ リル ピ ン」量 低 キ モ

ノ甚 ダ シ ク多 数 テ占 ム。 血 清 「ビ リル ビ ン」量 ノ

1・5BEヨ リ高 キ者 、即 チ過 「ビ リル ピ ン」血 歌 態

ニ アル モ ノハ 中等 症 ノ者 二多 シ
。(表 中 ノ封 照

一一一va康 者 例 ハ(20)余ガ 健 康 者1524名 一就 テ調

査 セル血 清 「ビ リル ピ ン」量 分 布 ノ百分 傘 ナ リ)。

第2表 症別 二観 タル血清 「ビ リル ビ ン」

量 ノ分布(百 分卒)

BE=一 「

症 例

健 康 者

輕 症

中 等 症

重 症

腸 結 核
合 併 者

曹一 一一 一

喉頭結核
合 併 者

(一)

(⊥)

1・3・3

23.7

27.1

66.5

0.21.O

Il

1.01.5

69・211・ ・5

64.9

50.6

32・3i

25.21

9.3

12.3

1.2

14.3

0

0

1.5

以

上

4.4

1.8

10.0

0

0

0

計

100%

(1524名)-itQ
v。

(161名)

100ア6

(195名)

1CO夕6

(242名 ♪

100%

167名)

100%

(35名)
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以 上 テ要 約 ス ル ニ病 型 如何 ヨ リ観 テ早 期 浸 潤 ニ

ハ血 清 「ピ リル ピ ン」含有 量 多 ク、 叉 増殖 性 ノモ

ノハ滲 出 性 ノ者 二比 シテ血 清 「ピ リル ピ ン」量 多

キ傾 向 アル モ著 シキ差 異 二非 ズ。 即 チ病 竈 状 態

ガ 「レ ン トグ ン」的 二滲 出 性 ナ リヤ檜 殖 性 ナ リヤ

ハ,血 清 「ピ リル ピ ン」量 分 布 ノ上 二大 ナ ル意 義

ナ ク、 肺 上 葉 炎 、 播 種 性 肺結 核 等 、 特 異 ナル病

型 モ亦 血 清 「ピ リル ビ ン」量 分 布 上 二特 異 ナ ル貼

ナ シ。 各 型 テ通 ジ テ病 竈 ノ廣 狡 及 其 性 質 ガ血 清

「ピ リル ピ ン」分 布 圖 上 二差 異 テ示 ス モ ノナ リ。

腸 結 核 、 喉 頭 結 核 ハ 多 ク ハ重 症 肺 結 核 患 者 二併

登 スル モ ノナ リ.然 シ テ之 テ合 併 セル患 者 ノ血

清 「ピ リル ピ ン」量 ハ更 二甚 シ ク 低 キ傾 向 テ認

ム 。 即 チ第1表 二見 ル如 ク、 陽 結核 、喉 頭結 核

テ合 併 セル患 者102名 中血 清 「ビ リ ル ビ ン」量

第3表

1.OBE.以 上 ノ者1例 モ ナ シ。 大 部 分 ・・痕 跡 的

ナ リ。 ソ ノ中肺 病 竈 ヨ リ見 レバ 中等 症 程 度 ノモ

ノニ テ モ是 等 テ併 登 セル場 合 ハ、 然 ラザ ル者 二

比 シテ、 血 清 「ピ リル ピ ン」量 甚 ダ シ ク低 シ。

(弦 二腸 結 核 、喉 頭 結 核 ト樗 ス ル ハ解 剖 所 見 ニ ア

ラズ シ テ臨 沐 診 断 二依 レル モ ノナ リ。

肺 結 核 患者 血 清 「ビ リル ビ ン」直 接 反 慮 。

既 述 ノ如 ク血 清 「ピ リル ピ ン」量1・OBE.以 上 ノ

者 二就 テBergh氏 法 直接 反 慮 テ施 行 シ タル モ

1回 モ直 接 敏 速 性 反 慮 テ呈 セ シ例 ナ シ。 即 チ肺

結 核 患 者 血清 中 二含 有 セ ラル ・「ピ リル ピ ン」ハ

Aschoffノ 所 謂 「第二 型 ピ リル ピ ン」 テ含 有 セ

ズ 、 「第一 型 」ノ ミナ リ.

男 女 間 ワ差 異 。

余 ハ健 康 者 二於 テ血 清 「ピ リル ビ ン」量 ノ分 布 ガ

「レ ソ トゲ ソ」像 ヨ リ観 タ ル肺 結 核病 竈 ト血 清 「ビ リァレビ ソ」量(男 女 別)

♂ ♀

賑讐
0。20.51.01.5

±111以 計 一 ±

0・51・01・5
.上

0.20.51.01.5

111以 計

0.51.01.5」 二

輕

症

肺 門 部 及肺 門 腺 -
〇

-

0

7 三璽一

⊥
6

ヱ
1

-

8

6 1 51 5 16 30 14 , 1 0 66

小 早 期 浸 潤
一

〇 2 2 6 0 0 1 2 1 0 4

肺 尖 部 其 他
一

1 4 0 19 -
7

3 5 4 1 0 15

小 計 4 8 23 26 12 3 76 19 36 201 3 0 85

中

等

症

舗B誕 羅 ユ
0

-

0

〇
-

2
-

1

4 8 4 4 20 0 3 ユ
4

⊥
0

2
-

1

』
0

16

1 3 1 1 8 2
-

0-
〇一

ユ
6

1
-

0

8

大 早 期 浸 潤 0 ユ
3

3 2 9 1 1 2 2 6

肺 上葉 炎(軍純性) 3 ⊥
0

1 0 0 11 1 3 〇
-

1

1 0 5

播 種 性 肺 結 核 0 3 ⊥
-
-
28

2 0 6

一
1

一
1 1

-

3

ユ
2

4

㌦ 綾麗離 ⊥
2

4 ヱ
6

-

28

2 5 32 8 12
-

5

3 34一
3 2 1 17 3 8 3 0 〇

-

7

19

小 計 6 14 14 13 103 11 21 33 9 10 92

重

症

肺上葉炎{灘 桂
1 2 3 1 0 ト0 7 0 1 1 0 0 0 2

2 2 4 0 0 0 8 1 2 1 0 0

0

0 4

圭堆殖性

播 種 性 圭滲出性

融合著明

0 2 4 7
-

0

1 0 14 ⊥
-

7

1 4 ヱ
2

0 9

5 4 1 1 0 11 7

一
2 0 0 14

2 6 0 2 0 0 10 6 2 0 0
-

0
-

0

0 15

圭壇殖性

嬬織 混合性
渉出性

2 1 3
}

6

5
}

4

0 0 11

28
⊥
£

5
-

7

2
-

26

4 1 0 8一
6

一 一

11

一
1

一
〇 4

一
〇 0 39

』
-
25

6 6 0 〇
-

0

0 17 10 1 0 0 0 16

乾 酪 性 肺 炎 10 4
-

31

⊥
20

0 17 4 1 0 0 0 12

小 計
一
44 3 0 123 34 59 20 6 0 0 119

計 ♂302 (計598) ♀296
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.男女 間 二差 異 アル テ見 タ リ。 肺 結 核 患者 二於 テ

モ第3表 二示 ス如 ク男 性 ハ女 性 ヨ リモ梢 ㌃血 清

「ビ リル ピ ン」含 量 多 キ傾 向 ア リ
。

第 二 節 臨 鉢 的 瞼 査 ト血 清

「ピ リノレ ピ ン」量 ト ノ關 係

第 一 項 熱 ト ノ關 係

第4表 ハ熱 ト血 清 「ピ リル ピ ン」量 トノ關 係 テ表

セル モ ノナ リ。 褒 熱 ハ探 血 ノ前 後 各3日 ノ標 準

的 熱 曲 線 ト見倣 スベ キ モ ノ ・日差 ノ最 高 鮎 テ以

テ表 ハ セ リ、但 シ探 血 當 日 ヨ リ下 降 又 ハ 上昇 シ、

其 状態 二推 移 セ ル モ ノハ當 日 ノ膿 温 ノ.最高 デ以

テ セ リ。 而 テ同 一 患 者 ニ テ時 日 テ経 テ2同 以 上

測 定 セル モ ノハ探 血 時 ノ状 態 二慮 ジテ分 類 セル

故 二700名 ノ患 者 實 撒 二封 シ テ本 表 ノ縮 計1083

テ示 セル ナ リ。

第4表 壁熱状態 トノ關係(a)實 敷 別

第4表 獲熱状態 トノ關係

(b)熱 ヨリ見 タル血清 「ビ リルビソ」量(百 分率)

血 清 「ビ」量
BE. ,(一) 0.21.0

1 1以 計
(±) 1.0上

登i糊犬態

36・墜 王 ゴ18・8%　 7・3%・3・9%1(100%340人)

36・go-37・90C,36・ ・%i49・9%・3・8%lll欠)

　　 コ

38・ぴ一38・4Cl71・2%22・4%6・3%ll呈 突)

388-39・40C88・2%13・8%・%翫

39・5・C以 上95・ ・%;5・ ・%・%1籔

血 清1ビ リル
ビ ン」量BE

一

獲熱状態

0.20.51.01.5

±lii以 計

0.51.01.5上

36.80C以 下 19
●

32

45 133 96 26 21 340

36.9。C-37.90C 104 112 76 23 28 375

38.0。C-38.40C 44 136 38 18 13 3 252

38.5。C-39.4。C 43 38 10 3 0 0 94

39.5。C以 上 15 5
一r328

1 0 0 0 21

計
1

153 294 193 62 52 1083

第4表(b)二 依 リテ見 ル ニ無 熱 ノ者 ノ血 清 「ピ

リル ビ ン」量 ハ痕 跡 以 下 ナ ル モ ノ18.8% 、0.2-

1・0軍 位 ノモ ノ67・2%ニ シテ1.0軍 位 ノ モ ノ

13・9%ナ リ。又 鶴 熱 ノ者(36.9-37.9℃)一 ハ痕

跡 以 下 ノモ ノ36.1%、O.2-1.0軍 位 ノモ ノ49・9

%1・0軍 位 以 上 ノモ ノ13.8%ナ リ.然 ル ニ中 等

度 以 上 ノ熱 アル モ ノ(38.0℃ 以 上)ニ ハ血 清 「ビ

リル ビ ン」量 ノ痕 跡 的 以 下 ナ ル モ ノ断 然 多 久 反

之1・0軍 位 ノモ ノハ少 ク特 二高 熱 者 ニ テ ハ零 テ

示 ス。 帥 チ高 熱 者 程 血 清 「ビ リル ビ ン」含 有 量 ノ

減 少 ハ著 明 ナ リ。 即 チ緒 言 ニ テ引 用 セルLeoni

ノ見解 ノ如 ク肺 結 核 患 者 ノ血 清 「ピ リル ビ ン」量

ノ滑長 ハ患 者 登熱 ノ状 態 トー 致 ス ル テ知 ル
。

第 二 項 赤 血 球 沈 降 速 度 トノ關係

血 清 「ピ リル ビ ン」量 ト赤 血 球 沈 降 速 度 トノ相 關

二就 キ テ論 ジ タル文獣 ハ 余 ノ未 ダ 見 ザ ル所 ナ

リ。 サ レ ド赤 血 球 沈 降速 度 ハ肺 結 核 病 竈 拉 二嚢

熱 トー定 ノ關係 アル ハ 既 知 ノ事 實 ニ シ テ既 二血

清 「ピ リル ビ ン」量 ガ褒 熱 トノ間 ニー 庫 ノ關 係 ア

ル テ知 ラバ沈 降 速 度 ト ノ間 ニ モ同檬 ナル 關 係 ナ

カル ベ カ ラザ ル ハ理 論 上推 定 セ ラル ・所 ナ リ。

余 ノ調 査 二依 リテ モ、 第5表 ノ示 ス如 ク、 赤 血

球 沈 降 速 度 ノ促 進 著 萌 ナル モ ノニ ハ血 清 「ピ リ

ル ピ ン」量 ノ減 少著 明 ニ シテ血 清 「ビ リル ピ ン」

含 有 量 ノ多 キ モ ノハ概 シテ沈 降 速 度 ノ促 進 著 明

ナ ラザ ル傾 向 ア リ。但 シ赤 血 球 沈 降 速 度 ハ甚 ダ

鏡 敏 ニ シテ不 安 定 ナ ル反 慮 ニ シテ短 時 日 ノ間 二

(臨躰 所 見 二於 テ病勢 ノ攣 化 テ 認 ム ル能 ハ デ ル

場 合 二於 テ モ)大 ナル動 揺 テ示 ス コ トア リ。血 清

「ビ リル ピ ン」量 ハ之 二比 シテ遙 二動 揺 鈍 ニ シテ

第5表 赤血 球沈降速度 トノ關係(實 鍛)

血 浸 「ビ」量
BE.

赤 沈

(M.W)

0-10mm

11--20,,

21-一 一一30,,

31-50,,

51mm以 上

計

)一
1

(

(±)1

9

0.2
1

1.0

10

58

64

153

294

28

76

121

39

一31

295

』
以

上

1

11

10

38

}
Pり

一
〇

64

赤 沈 ・・Katz・Westergren法(中 等 値)
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安 定 ナ リ。 之 レ第5表 二於 テ両 者 間 二軍 ナル並

行 的 關係 テ見 ル ノ ミニ シテ密 接 ナ ル相 關 テ見 ル

能 ハ ザ リ シ理 由 ナ ル ベ シ。

又 血 清 「ビ リル ビ ン」量 ノ多寡 ハ沈 降 速 度 ノ遽 遅

二直 接 的 一 次 的 ノ影 響 テ與 フル モ ノ画 ア ラズ
。

(21)Lleffkowitz二 依 ル ニ 「ビ リル ビ ン」ハ試 験 管

内 二於 テ ハ赤 沈 二:影響 テ與 ヘ ズ トイ フ。

余 ハ 患者 二 「ビ リル ビ ン」ノ静 脈 内注 射 テ行 ヒ、

其 前 後 二於 ケ ル赤 血 球 沈 降 速 度 テ検 シ タル モ著

明 ナ ル動 揺 ヲ認 メザ リキ。(第6表 参 照)

第6表 「ビ リルビン」静 脈 内注射 ト赤血球

(沈降速度)

1

2

一
3

4

5

6

7

8

9

10

患

者

名

ル
ビ

ン
L
量

注

射

「
ビ

リ

20mg

10,,

10,,

15.,

5,,

50,,

50,,

15,,

30,,

50,,

赤血 球沈降速.度(1時 間値)

時
後腐時後屈時後隅分後

5翻
前
36 34

1212

42『 亙

53

60

116

75

63

35

57

70

60

55

13

66

60

55

68

53

4時

間 後.

38

40

廊.

31

65

赤 沈 ノ・KatzWestergren(1時 間値)

註{「ビリル ビ ン」ハ5%炭 酸曹達水 ニテ

0.1/溶 液 トナ シテ使用 セ リ。

以 上 ノ結 果 二依 リテ考 フル ニ第5表 二見 ル如 キ

赤 血 球 沈 降 速 度 ト血 清 「ビ リル ビ ン」量 ト ノ間 二

存 スル 關係 ハ 直接 的 ノモ ノニ非 ズ シテ、 赤 血 球

沈 降 速度 促 進 ノ著 明 ナル モ ノハ概 シテ重 症 者 ナ

ル故 二、 血 清 「ビ リル ビ ン」量 減 少 セ ル モ ノナ リ

ト解 セ ラル。

第 三項 血 液 所 見 ト ノ関 係

肺 結核 患者 ノ血 液 像 二關 ス ル業 績 ハ枚 墾 二逞 ア

ラズ。((22)Bandlier-Roepke,(23)Naegeli,(2萄 勝 沼

等)我 今 村 内科 二於 テ モ 入 院 患 者 二就 キ テ之 が

研 究 ヲ重 ネ ツ ・ア リ。 圏

(A)赤 血 球数 及 ビ血 色 素 量 トノ關 係

赤 血 球 撒 ノ測 定 二 八Max-L・evy氏 血 球 算 定器

テ血 色 素 量 ハSahli氏 「ヘ モ グ ロ ビ ノメーータ」テ

用 ピタ リ.

第7表 テ見 ル ニ赤 血 球 激350萬 以 下 ノ者 。 男子

10名 中血 清 「ビ リル ビ ン」量 痕 跡 以 下 ノモ ノ4名

0.2-1.0軍 位 ノ者6名1.0軍 位 以 上 ノ者 ナ シ。

又 女子15名 二就 テ モ、血 清 「ビ リル ビ ン」量 痕 跡

以 下 ノモ ノ5名0・2-1・0輩 位 ノ者10名 一 シテ

1・0軍 位 以 上 ノモ ノナ シ。 血 色 素 量 ヨ リ見 テ50

%以 下 ノ者 男 子5名 中2名 ハ血 清 「ビ リル ビ ン」

量 痕 跡 以 下3名 ハ0.2-1.0輩 位 ニ ア リ、1.0軍

位 以 上 ノ者 ナ シ。 女 子5名 中血 清 「ビ リル ビ ン」

量痕 跡 以 下 ノ者3名0.2-1.0軍 位 ノ者2名 ニ

シテ1・0軍 位 以 上 ノ者 ノ シ
。 帥 チ貧 血著 明 ナル

者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」量 ハ明 カ ニ低 シ。然 レ ド

モ血 球 撒 及 血 色 素 最 多 キ者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」

量 必 ズ シモ 多 シ トハ言 ヒ難 シ。

:第7表 貧 血程度 ト血清 「ピ リルゼ ン」量 トノ関係(實 撒)
1

雪F
I

、卑 清 「ビ リ.

ル ピ ソ」量

一(B・E)

h一

♂(144名)1♀(189名)

赤血球数 ×104 血 色 素 量%

一 層一

赤血球数 ×104 血 色 素 量%

350

以
・下

β51」

450

451

以

上

50

以
下

51
1
70 鐸

351
1

420

421

以

上

50

以
下

51
1
70

71

以
上

(一)《 ±) 4 24 33 2 26 33 5 48 40
13

37 43

0.2-1.0 6 27 23 3 22 31 10 41 24 2 17 43'

1.0以 上 0 8 19 0 0 27 0 9 12 0 3 28

計 10 59 75 5 48 91 15 98 76 5 57 114

註 女 性 中13名 ・・赤血球 数 ノミヲ計測 ジ血色素量 ヲ測 定 セザルモ ノア リ。
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(B)白 血球 トノ關係。

肺結核患者 ノ白血球数及白血球像 二就 テハ多激

ノ文獣 アリ。

勝沼二依 レバ重篤 二向ヘバ白血球線数上昇 シテ

1萬 内外 トナ リ。1萬5千 テ示 セルモノハ大部

分死亡 シ、2萬 以上テ計 セルモ ノハ練テ死亡セ

リトイフ。余 ノ観察二依 レバ白血球線撒1萬 以

上 ノ者ハ大部分血清「ピリルビン」量痕跡的以下

ナリ。(第8表)

第8表 白血球数 トノ關係

本 反 慮 陰 性 者 ニハ傳 研 製 菖 「ツベ ル ク リ ン」1000

倍 稀 繹 液0.1妬 テ上 騰 内側 ノ皮 内 二注 射 シテ皮

内反 磨 テ検 シ48時 間後 二襲 赤腫 脹 テ 認 メ ザ ル

モ ノテ(一)ト 記 セ リ。 即 チ第9表 中 一 「ツベ ル

ク リ ン」反 慮(一)ト 記 セ ル モ ノハ大 部 分 斯 ノ如

ク シテ 且ayekノ 所 謂negativeAnergieナ ノレ

テ確 認 セル モ ノテ表 ハ セ ル ナ リ。

第10表 「ツベル ク リソ」反慮 トノ關係

白血球数

噛7レビ 謄 騨 計
ソ」量BE.

(一)一(±) 45 108 153

0.2-1.0 6 125 131
一

1.0以 上 0 48 48

計 51 281 332

尚又 白血球 像 ト ノ關 係 二就 テ、102名 ノ患 者 二

就 テ観 察 セル ニ第9表 ノ如 ク、 中性 嗜 好 性 細 胞

ノ檜 加、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 細 胞 ノ減 少 、 淋 巴球

減 少、 大 軍核 球 ノ壇 加 アル モ ノ(即 チ是 等 ハ何

レモ病 勢 重 篤 ニ シテ豫 後 的 二不 良 ノ 徴 ナ リ)一

血 清 「ピ リル ピ ン」量 ノ減 少 セ ル テ認 ム。

第9表 白血 球分類 トノ關係

白血球
分類

麟

晶峯

中性嗜
好性多核白

血
球

1

「エオ ジ」

嗜 好細 胞 淋巴球 大軍核
細 胞

70%

以
上

70%

以
下

2%

以
下

2%
15
%

5%

以
上

}25%

雫

25%18%

以1以

上1上

8%

以
下

(一)一(±) 28 19 9 28 8 33 14 8 39　

0.2-1.0 15 21 3 17 19 26 10 6 30

1.0以 上 ユ
43

19 1 6 11 6 13 7 12

計 59 13 51 38 65 37 21 81

第 四 項 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 トノ關係

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ノ検 査 ニ ハ ピ ル ケー氏 反 慮

テ以 テ シ、 ソ ノ成 績 判 定 ハ24時 間後 ノ 登 赤 腫

脹 テ以 テ ス。 登 赤 腫 脹 ノ3粍 以 下 ナ ル モ ノ若 ク

ハ封 照 ト異 ナ ラザ ル モ ノテ陰 性 トシ然 ラザ ル モ

ノテ陽性 トス。4-10粍 径 ノモ ノテ(十)ト 記 シv

10粍 以 上 ノ登 赤 腫 脹 アル モ ノラ(十)ト 記 ス。 倫

「ツ ベ ル ク

リ ソ」反 磨

血清
「ビ リル

ビ ン」量

舎 ♀

一 十 朴

　 一

一 十 什

(一)一(±) 36 10017
一 冒

805211

31 106 49

0.2-1.0 8 50
-

11
}

64
-

15
-一一

1.0以 上 1

一 皿

16

37

酒i…b

唇6i蕊計 45 196 1671128℃
・♂321名(計684名)♀363名

第10表 テ見 ル ニ男 性 ニ テ ハ 「ツベ ル ク リ ン」反

磨 陰 性 者 即 チ 且ayekノ 所 謂negativeAnergie

ナ ル モ ノ ・大 部 分 ハ 血 清 「ピ リル ビ ン」反 慮 痕 跡

的 以 下 ナ リ。 反 之 「ツベ ル ク リ ン、 ア レル ギー 」

強 度 ナ ル モ ノハ血 清 「ピ リル ビ ン」量 概 シ テ 多

シ。 女 性 二於 テモ、 同様 ナ ル關 係 テ認 ム ル テ得

ル モ男 性 二於 ケル 如 ク著 明 ナ ラズ。(20)余ハ別 著

『健 康 者 二於 ケ ル血 清 「ピ リル ピ ン」量 二就 イテ』

中 二健康 者 ノ血 清 「ピ リル ビ ン」量 ド 「ツベ ル ク

リ ン」反 慮 ト ノ關 係 テ観 察 シ、「ツベ ル ク リ ン」反

慮 陰 性 者 二於 テ血 清 「ビ リル ピ ン」量 低 ク、「ッベ

ル クリ ン」反 磨 陽 性 者 二血 清 「ピ リル ビ ン」量 多

キ傾 向 アル テ認 メ タル ガ、 肺 結核 患 者 二於 テモ

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ヨ リ見 テ同檬 ナ ル關 係 アル

テ知 ル。 但 シ健 康 者 二於 ケ ル 「ツベ ル ク ン リ」反

磨 陰 性 ハ結 核 未感 染 テ意 味 スル絶 封 的 無 反 慮 ニ

シテ、 結 核 患 者 二於 ケル 「ツベ ル ク リ ン」反 磨 陰

性 ハ患 者 ノ封 結 核 抵 抗 力喪 失 ヲ示 スnegative

Anergieナ リ。 此 間 ノ消 息 テ模 式 的 二示 セバ次

圖 ノ如 シ。 即 チ眞 ノ健 康 罷 二於 テ ハ血 清 「ビ リ

ル ビ ン」量 ハ甚 ダ低 キ モ ノナ ル ガ 結 核 感 染 ノタ

メ ニ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 テ示 ス ニ至 レバ血

清 「ビ リル ピ ン」含 量 梢 ≧上 昇 シ、 結 核 患 者 トナ

リテ中等 症 二至 レバ血 清 「ビ リル ビ ン」}iレ・最 高
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健 患

一
者

'

結
核
未
感

楽
表
装

軽 中
症 等

症

重

症
隆
ズ

染 病 ¢扱 ぎ 宰
1

8.θ ♂

1'砦

希
ク

量民
L

L死

トナ リ更 二進 ミテ重 症 トナ レバ低 下 シ、 最 後 ニ

ハ全 ク血 清 「ビ リル ビ ン」反 磨 テ呈 セ ザ ル ニ至 ル

モ ノナ リ。 但 シ勿 論 コ ノ模 式 二從 ハ ザ ル モ ノア

ル ベ 久 特 二女 性 二於 テハ終 始 一 貫 シテ血 清 「ビ

リル ビ ン」含 量低 キモ ノ アル ハ 推 察 セ ラル ・所

ナ リ。

第 五 項 其 他 臨 休所 見 トノ関 係

(A)喀 血

喀 血 ノ場 合 ニハ 血液 ノー 部 ハ肺 胞 内 二遺 残 シt

ソ ノ崩 壊 二伍 リテ.「ビ リル ビ ン」形 成 増 加 スベ キ

テ以 テ過 「ビ リル ビ ン」血 テ招 致 スベ シ トノ豫 想

二反 シ、 斯 ル事 實 ハ1同 ダ ニ経 験 スル能 ハ ズ。

喀 血 直後 二於 テ モ 亦 ソ レ 以後 ノ 時 期 二 於 テ モ

喀 血 患 者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」ノ増 加 ア ル テ認

メ ズ。

(B)尿 中 「ヂ ア ゾ」反 慮 陽 性 ナ ル モ ノハ盤 ク血

清 「ビ リル ビ ン」量 痕 跡 的 以 下 ナ リ。 尿 「ウ ロ ピ

リ ンJ反 慮 ハ 必 ズ シモ結 核 病 期 ノ軽 重 ト並 行 セ

ズ。 從 ツ テ血 中 「ビ リル ビ ン」量 ト ノ間 ニ一 定 ノ

関 係 テ認 ム ル能 ハ ズ。 但 シ、 重 症 患 者 二出現 ス

第11表

ル 場 合 ハ血 清 「ビ リル ビ ン」量 低 シ。

(C)末 期 浮 腫 出現 ス ル ニ 至 ラバ患 者 ノ血清

「ビ リル ビ ン」反 慮 ハ蓋 ク痕跡 的 以 下 ナ リ。

第六 項 人 工 気胸 及 横 隔 膜 神経 捻

除 術 ノ:影響

今 村 内科 二於 テ ハ人 工 気 胸 術 ノ施 行 ハ 肺 臓 ノ虚

脱 ラ目 的 トセズ肺 臓 二Entspannungテ 與 フル

テ以 テ必 要 且 充分 ナ リ トナ ス今 村 教 授 ノ見 解 二

依 リ、 徒 ラニ大 量 ノ空 気 テ肋 膜 腔 二途 入 スル テ

避 ケ、 肋 膜 腔 ノ内歴 が陽 性 歴 テ示 サザ ル程 度 テ

限 界 トス.故 二1同 ノ送 気 量 ハ200耗300琵 ヨ

リ500耗 ヲ限 度 トナ ス モ ノ多 ク、600妬 テ超 ユ

ル コ ト少 ナ シ。 此 程 度 ノ逡 氣 テ行 ヒ タル 患 者 ノ

血 清 「ビ リル ビ ン」量 ノ動 揺 ハ第11表 二示 ス如

ク、 途 気 後30分 、1時 間 ヨ リ時 間 的 二:観察 シ1

日後 二及 ブ モ著 シキ攣 動 テ認 メ難 シ。又 第12表

二示 ス如 ク間 隔1週 間 ヲ オ キ テ一 定 同数 逡 氣 テ

施 行 セ シ後 二於 テ ハ血 清 「ビ リル ビ ン」量 ハ多数

例 二於 テ増 加 セ ル テ認 ムル モ、 コ レハ人 工気 胸

術 直接 ノ影 響 ト云 ハ ンヨ リハ寧 ロ疾 病 経 過 二良

好 ナ ル影響 テ與 ヘ テ一 般 状 態 ノ改 善 セ ラ レタル

爲網 状 織 内皮 細 胞 ノ機 能 圭管粥 テ見 劣ル ニ依 ルモ

ノ ト考 ヘ ラル。 良 影 響 ラ認 メザ ル例 ニチ ハ血清

「ビ リル ビ ン」量 ノ増 加 ヲ'認メズ。

叉横 隔 膜 聯 経 捻 除 術(前 斜 角 筋 切 断 或 ハ 第 一肋

骨 切 除 ラ兼 ネ テ行 ヒタ ル モ ノ テモ含 ム)テ 行 ヒ

タ ル例 一テ モ手 術 後1日2日 間 ハ 血 清 「ビ リル

ビ ン」量 ノ動 揺 テ認 メズ。一.定時 日 ノ後 ニハ或 ハ

増 加 シ、或 ハ減 少 シ或 ハ不 攣 ナ リ(第13表)。 即

チ施 術 後 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」量 ハ ソ ノ患 者 ノ経

過 二慮 ジテ攣 化 スル ノ ミ。

人工気胸 術 ノ血 清 「ビリル ビン」量 二及 ボス影響(A)

患 者 名

■22辛

■36」F

■17♀

■21舎

■27♀

病 状

重(空 洞 型)

肺 上 葉 炎

重(混 合 型)

重(,,)

中(大早期浸潤)

途氣側

右

方

左

右

右

迭 氣 量

(ccm)

500

450

400

500

500

血 清 「ビ リル ビ ン」量(B.E)

施行前13・分倒1石 間12劉3劉3石 間124石間

±

±

±

1.04

±

±

0.98

±

±

±

0.98
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■28♂

■24♀
1■2工 ・♂

■20♂

■30♂

■31舎

■23♀
29♂

重(混 合 型)

中(肺 炎)

中(肺

中(肺

門)

内)

輕(早期 浸潤)

輕(")

輕(")

輕(")

右

左

右

右
下
右

左

500

450

500
一藷 「

550

500

450

500

0.40

0,78

0.56

1.42

0。30

0。94

0.74

0.48

±

1.40

0.90

0.66

0.80

0.32

1.42

0.70

0.75

0.30

0.56

0.98

0.38

0.80

0.58

1.30

0.32

0.64

第12表,人 工氣 胸術(一 定同数施行後)ノ 影響(B)

患 者 名 病 状 逡氣側

氣胸 前 ノ

血 清 「ビ」

量

(B.E)

気胸施
行日数

一定 同数

施行 後 ノ
血清 「ビ」
量(B.E)

経 過

1
1 重(空 洞 型) 右 ・

一 10 0.30 良一22♀
2 ■■ ■36♀ 肺 上 葉 炎 右 ± 8 0.44 良
9U

4ε

重(混 合 型) 左 ± 13 一 不 攣一 ユ7♀
重(") 右 ± 15 ± 不 攣一21♂.

5 ・中(大早期浸潤) 右 1.04 11 0.98 不 愛一27・ 辛
6 重(混 合 型)

一

右 0.40 8 0.36 不 憂一28♂
7 中(肺 炎) 左 一 10 ± 不 攣■ ■■■24♀
8 中(肺 門) 右 0.78 13 0.86 良一21♂
9 中(肺 炎) 右 0.56 10 0.48 不 愛一20舎

10 輕(早期 浸潤) 右 1.42 14 1.74 良
i一30含

11 輕(") 右 0.30 12 0.78 ・ 良 1一31♂
12 輕(") 左 0.96 16 0.94 乏ミ良■■■23♀
13 輕(") 右 0.74 10 0.98 良一29♂
14 中(肺 門) 左 0.24 15 0.56 良一18♀
15 輕(肺 門) 右 0.24 20 0.60 良■■ ■18亭
16 重(主 君殖 性) 右 0.54 9 0.86 良一30♂
17 肺 上 葉 炎 右 ± 12 0.30 良

…

i

■■ ■22♀
18 輕(増 殖 性) .右 0.30 15 0.96 良一31♀
19 重(肋膜肺炎性) 左 ± 13 0.50 良一15♀
20 中(肺 門) 左 0.32 8・ 0.28 不 墾■■ ■23♀
21 重(混 合) 南 側 0.20 20 ± 不 愛1一20♂
22 輕(肺 門) 右 0.56 50 1.20 良一23♂
23 中(肺 炎) 左 ± 8 一 増 悪一30♀
24

,

肺 上 葉 炎 右 ± 20 一 増 悪一18♀
25 ■ ■■24♂ 重(混 合 性) 左 0.25 15 0.20 不 攣

第13表 横隔膜神経捻除術施行ノ影響

患 者 名

}

病 状

手
帳

術

側塗

血 清 「ビ リル ビ ン」量B.E 手
術
後
日
籔

後副
手

術

後

1

時
間
後

1

日

後

2

日

後

血 」

活 量

(B.E)

経

過
・26 ■31♂ 重(萎 縮 空洞) 右 0.74 0.70 0.70 0.76 3週 0.70 不墾
27, ■■■44舎 重(") 左 ± ± ± 6週 0.26 良
28 ■25♀ 重(肋膜肺炎型) 左 ± ± ± ±!1年 0.30 良

171
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29

一30

31

32

33

34

35

■21♀

■39♂

肺 上 葉 炎

,■52♂L

・■25♂i中(滲
一出 性)

■25・ ♀1重(混 合 性)

■ 乏5♀ 重(混 合 性)

20舎}中r混 合 性

右

左

右

左

左

左

右

±

0.32

±

0.56

0.30

0.25

± ±

0・32i 10.34

5週

3週

5週

3週

10週

3週

8週

±

0.30

0.48

0,32

0.36

不攣

穫
禰
不攣

良

不攣

良

第 三 節 血 清 「ピ リノレビ ン」量 ヨ

リ槻 タ ル 肺 結 核 患 者 ノ豫 後

以 上述 ペ タル所 二依 リテ血 清 「ビ リル ビ ン」量 ノ

多 キ モ ノハ病 勢 重 篤 ナ ラズ シテ豫 後 良 好 ナ ル ニ

反 シ、 血 清 「ビ リル ビ ン」含 量減 少 セル モ ノ重 症

患 者 二多 ク シテ概 シテ豫 後 的 二不 良 ナ ル ハ容 易

二考 ヘ ラル ・所 ナ リ。 昭和11年4月 以 後 ノ 入

院 患 者 テ除 ケル532名 ノ肺 結 核 患 者 中 観察 期 間

短 ク経 過 判 明 セザ ル者151名 テ除 キ、381名 二

就 テ ソ ノ血 清 「ビ リル ビ ン」量 ト豫 後 トノ關 係 テ

表 示 ス レバ 第14表 ノ如 シ。 帥 チ 入院 中 二死 ノ

轄 蹄 テ ト レル44名 ノ中31名 ハ 血 清 「ビ リル ビ

ン」反 感 全 ク陰 性t10名 ハ 痕 跡 的 ニ シテ0.2一 ・

0・5輩 位 ノ者 ハ3名 二過 ギ ズ。反 之 血 清 「ビ リル

ビ ン」量1・0軍 位 以 上 ノ者 ニ ハ 死 セル モ ノ及 病

勢 増 悪 セル モ ノナ シ。0.5-1.0輩 位 ノ者 ニチ モ

死 セル モ ノハ只1例 ノ ミ。 即 チ血 清 中 二間 接 反

癒 性 「ビ リル ビ ン」0・5輩 位 以 上 テ含 有 ス ル肺 結

核 ノ患 者 ノ豫 後 ハ少 ク トモ6ケ 月 間 ・・著 シキ悪

化 テ見 ル コ トナ シ。 血 清 「ビ リル ビ ン」量 ノ低 キ

ニ從 ツテ豫 後 的 ノ危 険 率 ハ増 加 スル モ ノ ト云 フ

ベ シ。

:第14表 豫 後 トノ関 係

＼ 血清＼ 「
ビ」量.豫 ＼B

.E

後＼
＼

0.20.51.o

±ii以 計

0,51.0上

死 31 亙
25

⊥
⊥
旦
41

丑
ユ
11一
32

44'

=忽9
160

-

129

一
増 悪 τ
不 髪 旦

9

38

2
-

13一

旦
21

一 一
良 万

計381名

同 一 患 者 ニテ比 較 的 長 ク経 過 テ逐 ヒナ観察 シ得

タル症 例 二就 キ テ次 二記 セ ン。

第1例18歳 ♀。

肺 門淋巴腺結 核飛結核性腹膜炎 → 両側肺結 核 兼 喉 頭

結 核→死。

昭 和8年5.月 頃 ヨリ腹部膨 隆鈍痛 、6月26日 入院 ス。

入院時所 見、 榮養饅格良好、 ・膣温38.0度 、 赤沈97

(M.W)赤 血球 数514萬 、 白血球数6600、 血色素量76

%、 尿 「イソヂカソ」陽性、 ピルケー氏反腱i(十)、胸部

所 見、左 肩脛 骨間 一 小水泡音、X像 左肺 門部淋 巴腺

陰影鷲 卵大 二腫 大。血清 「ビ」量0.24B.E、 左 側 二人

工氣胸400ccm宛 、間隔1週 間、10.月2日 退院。所見

腹部膨隆軽度、 燈温37.2度 、 水泡音 消失、 赤沈67

(M.W)一 般t,大熊 佳良。11月2日 第15同 気胸術施行、

血清rビ 」量0・56B・E昭 和9年7刀3日 第36同 気胸術

施行、血清 「ビ」量0.63B.E全 均状 態及 ビ胸部腹部 ノ

所見略治 セ リ ト認 ム。爾來通 院 セズ。 昭和11年1月

6日 再 入院。契約牛年 前 ヨ リ唖聾 ア リ、登熟37.6度 、

入 院時赤沈56(M.W)、 ピJレケー氏反応(±)、髄 重減

少、X像 雨肺全葉 二五 リ細葉融 合性 滲出性陰影高度、

水 泡音 及o申軋 ヲ聴取 ス、赤血球 数480萬 、白血球6800、

血色素 量62%中 性嗜好細胞増 多(73.0%)淋 巴球減少

(13.0%)、 血清 「ビ」反応陰性、4月6日 死亡。

第2例21歳 、 ♂。

両 側空洞 混合性肺 結核粂腸結核兼痔痩 →死 亡。

昭和8年4月19日 大喀血、7月16日 入院。榮養不良,

髄温37.8度 、胸 部X像 、 右側殆 ド全肺 二五 ル混合性

陰影、:第二肋 間 二鶏 卵大 ノ空洞、左肺上牛 二王増殖性

陰影 中等度。右腕水 泡音多数、左側 ノ・水泡音少数、食

慾不進、 赤沈75(M.W)ピ ルケー氏反応(十)、 血清

「ビ リル ビン」量0 .44B.E、8月11日 左側 二胸 水滲出

ヲ見 ル(少 量)。10月23日 血清 「ビリル ビン」量(±)、

赤沈77(M・W)、 廻 盲腸部 二腰痛及 ビ自然痛、索状物

ヲ鯛 知。 ピルケ ー氏反応(十)、旛痩 加 ハル。髄温37.8

度、11月27日 血清 「ビ リル ビン」量(±)、 昭和9年1

月10日 血清 「ビJ反感 陰性。 髄温39、5度 、 ピ2レター茂

反 応(±)・1月18日 喀血、死 亡。 死 ノ2週 間 前 ヨリ
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足 背 二水 腫 。

第3例 一31歳 舎。

雨側 播 種 融 合 性肺 結 核 →肋 腹 膜 炎 ヲ併:.i一→ 死 。

昭和6年 夏 右 肺 尖 結 核 ノ診 断 ニ テ 入 院 加 療 セ シ コ ト

ア リ。 昭 和8年6月 頃 ヨ リ登 熟 ア リ旛 痩 加 ノ・ル。6月

25日 入 院 。7月2日 所 見、 登 熟38.1度 、但 シ胸 部聴

診打 診 上 二 者 シ キ 所 見 ヲ 認 メ ズ。 ビル ケ ー氏 反 応

(±)、 赤 沈22(M,W)、 血 清 「ビ」:反感 陰 性10月27日

髄 温39,0度 赤 沈58.0(M。W)尿 「ヂ ア ツ オ」反 磨 陽 性

蛋 白痕 跡 的 。 末 期 浮 腫。 血 清 「ビ」:反感 陰 性11月1日

死 亡。

第4例 一29歳 ♂。

南 側播 種 融 合 性 ・→肺 炎 型 →死 亡 。

Il石和4年 ヨ リ 右 肺 尖 結 核 ノ 診 断 ノ下 二 人 工 気 胸 術

施 行。 略 治 ス。 昭 和8年3月 下 旬大 喀 血 数 同。 登 熟

38..;度 。3月31日 入 院.4月15日 ヨ リ無 熱 トナ ル。

7月27日 所 見右 肺 全般 及 左 上 牛 部 二水 泡 音 多鍛 。 赤

沈87(M.W)ピ7レ ケ ー氏 反 旛(什)、 饅 温37.5℃ 血 清

「ビ」量(一)
。10Jj24日 、 登 熟37.8度 、 巌 痩 加 ノ・アレ

ビルケ ー氏 反 応(±)、 赤沈68(M.W)、 血 清 「ビ」:反

感(±)、 昭 和9年2月7日 膣 温39.5度 、 ビ ♪レケ ー 氏

反 慮(±)、 血 清 「ビ」反 旗(一)3刀3日 死 亡。

第5f列23歳 ♂。

雨側 播 種 融 合性 、喉 頭結 核 ヲ併 陵 、死 亡 。

昭 和8年4月 ヨ リ喀 疾 咳漱 ア リ。 人 工 氣 胸20同(右

側)11月7日 入 院。 髄 温37.8度 、赤 沈73(M.W)、

水 泡 音 多。ビ,レケ ー氏 反 鷹(一)、 マ ン トウ氏 反 鷹(1000

倍稀稗 藩 「ヅ ベJレク リソ」0.1蝿 皮 内 注 射)(±)、 血清

「ビ」量(±)
、昭 和9年3月10日 髄 温38.0度:。 ピルケ

ニ及 マ ソ トウ氏反 応(一)、 尿 「ウ ロ ビ リ ソ」髄(十)、 赤

沈51(M,W)、 血 清 「ビ」:反膿(一)、3月26日 死 亡 。

第6例 一17歳 含。

両側 混 合 性肺 結 核 一》肺 炎 型 → 死 亡 。

昭和8年5月 頃 ヨ リ趙 重 減 少 ア リ。7月8日 入 院 、右

肺 上 牛 部 二水 泡音 吹 笛 音 ヲ聴 取 ス。 赤 沈67(M.W)、

ピ,レケ同 氏 反鷹(十)、 血 清 「ビ」量0.56、 罷 温38.5度 、

水 泡 音 ・・次第 二清 失 シ、登熟 亦 緩 解 シ禮 重 増 加 ノ傾 向

ヲ見 ル。9年3月3日 登 熟37.0度 、赤 沈28(M.W)、

ピルケ ー 氏 反 慮(十)、 胸 部 所 見 ・・殆 ド認 メ難 シ。X像

ニ チ モ陰 影 一 部 清 失 ス。血 清 「ビ」量0.63略 治 ト認 ム。

退 院。 昭 和11年111再 入 院 。 著 明 二悪 化 、2月7日

饅 温38.5度 、 赤沈63(M・W)巌 痩 甚 ダ シ。 ピ1レケ ー

馬 反 応(一)、 血 清 「ビ」:反感(一)、3刀5日 死 亡 。

第7例 一37歳 ♂。

両 側 滲 出融 合 型 →喉 頭 結 核 ヲ併 獲 →死 。

昭和8年10月 下 旬 登 熟 肺 炎 ノ診 断 ニ テ臥 床 、 其 後 微:

熱 ア リ。9年1月4日 入 院 。 饅 温37.5度 、 赤 沈53

(M.W)、 水 泡 音 ・・右 側 二多 ク左 側 二少 シ。 血 清 「ビ」

:反癒(±)、 入 院 後咽 頭 結 核 ヲ 併 登5月6日 赤=沈38

(M.W)、 燈 温38.0度 、 血 清 「ビ」測 礒(一)、 ピ ル ケ ー

氏 反 磨(±)、7月23日 燈 温39.0度 、尿 中 二蛋 白 「ウ ロ

ビ リ ソ」「ヂ アヅ オ」反 磨 陽性 、 ビ ルケ ー氏 反 鷹(一)、

血清 「ビ」天 底(一)、 末 期 浮腫 、7月18日 死 亡 。

第8例 一26歳 ♂。

雨 側 播 種 融 合性 肺 結 核 →喉 頭 及 腸 結 核 ヲ併 獲 → 死 亡 。

昭 和8年111ヨ リ感 冒感 ア リ.微熱、3刀8日 入 院 、南

側 肺 二水 泡 音 多藪 、 燧 温37.8度 、 赤 沈48(M.W)、

ピル ケ ニ民 度 慮(十)、 赤 血球 数482萬 、 白血 球6800、

血 色 素 量70.0%、 血 清 「ビ」量(±)、 一度 解 熱 、7月

30日 退 院 。 血 清 「ビ」量(±)、11召 和9年111日 ヨ リ喉

頭 部疾 病 及 曖 聲 。2月13日 入 院 。2月20日 禮 温37.9

度 、 赤沈78・0(M・W)、 一ビJレケ ー 及 皮 内反 応(一)、'

血 清 「ビ」量(一)、2月26日 死 亡 。

第91列24歳 ♂。

:左乾 酪性 肺 炎 → 喉 頭 及 腸 結 核 ヲ併 登 →死 。

昭 和9年1月 ヨ"、 喀 疾 咳 漱 微 熱 ア リ。10刀12日 喀

血 、 即 日入 院,髄 温39・7度 。 左 側 胸 部 上 半 部 水 泡 音

多 数、 赤沈26(M.W)e蛋 白尿 。ピル ケ ー 氏 反磨(+)、

小喀 血 及 ビ血 痕10日 間 績 ク。 血 清 「ビ リ ル ビ ン」量

(一)、2月28日 。 獲熱38,0度 、末 期 浮腫 。 ピ)Lケ ー

氏 反 応(一)、 血 清 「ビ リル ビン 」五 感(一)、3月9日

死 。

館10例 一 ユ8歳 ♂。

雨 側 播 種 融 合 性 肺 結 核 一→喉頭 結核 ヲ併 登 一 死 。

昭 和9年5刀 ヨ リ咳 漱 喀 疾 、 微 熱 ア リ。26日 入 院 、饅

温38・0度 左 第 三 肋 間 二捻 髪 音。 赤 沈64(M.W)、 ピ

ノレケ ー氏 反 慮(十)、 血 清 「ビ 置(一)、9月13日 登 熟

40・0度 、赤 沈49(M・W)、 ピJレケ 三民 反 磨(一)、 血 清

「ビ
、量(一)、10月11日 死 亡 。

第11例 一30歳 半 。

左 側 混 合 性 肺 結 核(中 等 症)、 温 性 肋 膜 炎 併 登 、死 亡。

昭 和9年4月 感 冒 後 咳漱 喀 疾 微 熱 ア リ。6月16日 入

院 、左 肺 尖 部 二滲 出性 亭 等 性 陰 影 ア リ。 髄 温37.3度 、

赤 沈45(M・W)、 豆 ル ケ 一 兵 反 磨(十)、 血 清 「ビ」量
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0・32BE、 左 側 二人 工 氣 胸 、8周 後 左 側 二胸 水 潴 溜、

髄 温38.0度:、 気 胸 ノ・中止 ス。7月5日 事 故 退 院 。 當

時 赤 沈40(MW)、 盟 温37.8度 、 ソ ノ後 病 勢 進 行、

11月4日 血 清 「ビ」量(一)、 髄 温38.3度 、 末 期 浮腫 、

12月10日 死 亡,

:第12例 一20歳 舎。

右 側 圭 増 殖 性 肺結 核(中 等症)→ 略 治 → 両 側 混 合 性 肺

結 核(重 症)→ 良 化 。

昭 和7年5月 笥 リ咳 漱 喀 疾:ア リ。8年1月 ヨ リ登 熟

(37.5)盤 重 減 少。6月14日 入 院 。 右 側 姉 上 部 二水 泡

音 隠 顯 ス。 盤 温38.1度 赤沈47(MAV)、1赤 血 球485

萬 、 白血 球1萬1千 、 血 色 素77%、 血 清 「ビ」量0.56

B・E,右 側 二人 工気 胸 施 行8∫113日 退 院 。8月28日

第10同 気 胸 施 行 。血清 「ビ」量0.486.E、 罷 温37.0度 、

昭 和9年4月X像 ニ ヨ リ右 側 ・・陰 影 減 少 セル モ、左 側

上 部 二細 葉 圭 滲 出性 ノ陰影 出 現 ス。4月24日 入 院、

燈 温37・5度 赤 沈44(M.W)、 赤 血 球450萬 、 血 色 素

量73%白 血 球 数11800、 血 清 「ビ」量0.32、7月24日 、

髄 温37・3度 、 赤沈41(M.W)、 血 清 「ビニ量0.30B.E,

南 側 性 氣胸 ヲ施 行、10月17日 良 化 退 院 。

第13例 一50歳 ♂.

右側 肺上葉炎(超 過性)一・不攣。

昭和8年12月13日 突然{幾熱(38.5)喀 嬢:多〃 、咳漱 ア

リ。12月30日 入院。髄 温38,2度 、赤沈77.5(M.W) 、

右肺上 半部水 泡音 多 ク、 赤血球数500萬 血色素 量75

%白 血球籔7900、 中性 多核、 白血球 増多(80。0%)淋

巴球減少(16・5%)、 .ピルケC氏 反応(±)、 血 清 「ビ」

量(±)、4月17日 横隔膜神経捻 除(飛第 一肋 骨切除前

斜角筋 切断)ヲ 施行好影響 ヲ認 メ ズ。5月22日 所 見登

熟38・0度 、 赤血球薮450萬 、血色素量70.0%、 白血

球 籔9800・ 赤沈93(M・W)、 堂 望久=氏 反応(±)、血

清:「ピ一畳(一)6月1日 退 院 病 状 バ概観 ジテ良好 ナラ

ズ。寧 ロ稚 く悪化 セルニ非 ズヤ1'思 ハル。退院後槻察

ノ機 ヲ得 ズ。

第14例 一29歳 ♂。

雨側室滲 出性肺結核 重症→不攣。

昭和8年11月8日 及9日 、喀血(相 當量)。 以来軽度 ノ

咳漱 ア リテ、血 痕 ヲ出ス。 昭和8年12月4日 入 院

所 見、登熟38・5度 、 左肺上葉水泡音 多ク、 右側 ・・水

泡 音隠顯 ス0胃 腸障 碍甚 ダシク食慾不進。 ピルヶ一氏

反 応(+)、 赤沈62(M・W)、 血 清 「ビiJ量(±)、 昭和9

年3刀9日 ・ 登 熟37・1度 、 赤沈63M.Wノ 、無力感

甚 ダ シ。血清 「ビ」量(一)、5刀151日 退院。 當時 ノ所

見登熟37.7度 、 赤沈60(M.W)、 食慾不 進:甚ダシ。

胸部所見 ノ・入院 時 ト大 差ナ シ。血清rピ ー量(一)退 院後

モ経過不饗 ナ リシモ9月 末 日、 自殺 ス。

第15例 一22歳 ♂。

雨 側 圭 堆 殖 性 空 洞 性 肺 結 核 重 症 一 不 攣 。

昭 和8年7月 初 旬 ヨ リ感 冒感 ア リテ 微 熱 ア リ。10月

12日 入 院 。 榮 養 佳 良 。 髄 温37.9 .度.右 肺所 々二水 泡

音 ヲi聴取 ス 。 赤 沈68(M.W)、 ピル ケ ー 氏 反 応(±)、

赤 血 球 籔317萬 、 血 色素 量80%、 白血 球 数11300、

多 核 白血 球 増 多(79.2%)、 淋 巴 球 減 少(16.4%)、 血 清

「ビ」量(±)
、 入 院 後経 過 良 好 ニ シ テ、11月15日 所 見、

登 熟37.1度 、 水 泡 音 ・・減 少。 赤 沈47(M.W)、 赤 血

球 敷476萬 、 血 色 素 量83%、 白血 球 轍8900、 多 核 白.

血 球70.5%、 淋 巴 球25.0%、 ピル ケ ー氏 反 応(十)、

血 清 「ビ」量0.32B.E、 其 後 経 過 二攣 化 ナ ク6月12日

退 院 。 所 見。 登 熟36。8度 、赤 沈30(M.W)、 血 清 「ビ」

量0.30B.E、 其 後 病 況 二著 攣 ナ シ ト イフ。

第16例 一26歳a。

両 側 萎 縮 性 肺 結 核(重 症)→ 良 好 。

昭 和8年6刀1日 突 然38.6度 ノ登 熱 ア リ、6.月16日

喀 血 、8月16日 再 度 喀 血 、9月12日 入 院 。 所 見 髄 温

37.8度 。 両 側肺 尖 部 二水 泡 音 、 赤沈52(M.W)、 榮 養

佳 良 、 ピル ケ ー 氏 反応(十 〉、 血 清 「ビ」量0.75B.W、

経 過 良 好 ニ シテ数 日後 二下 熱 。 昭 和9年1月25日 所

見 、髄 温36.7度 、 赤 沈25(M.W)、 血 痕 ナ シ。 喀 疲

咳 漱 ナ ジ。 血 清 「ビ」量1.00B.E、5月17日 退 院 。 所

見、 獲 熱36.6、 赤沈5(M.W)、 ピル ケ 一 兵 反 応(什)、

血 清 「ビ リル ビンJ量1.25B.E。

第17例 一17歳 ・♀㌔

左側 圭増殖 性肺結核(中 等症)兼 結核性腹膜炎 →良好。

昭和8年 夏 ヨリ微熱 ア リ時 々喀疾 中血線 ヲ混 ズ。10

月4日 入院。所 見、 髄温37.4度 、 左肺尖部 二少数 ノ

水泡音、 ピル ケー氏反応(十)、 赤沈45(M.W)、 数 日

後 ヨ リ燈温常温、 赤血球徽475萬 、 血 色素量8896、

白血 球数7800、 血清 「ビ」量(±)、3月16日 所 見。盟

温36・6度 、 血痕 ナ ヅ。 赤沈43(M.W)、 髄重3冠 増

加。血清 「ビ」量0・30B.E,3月28日i退 院。

第18例 一31歳 ・♀C

右側増殖性肺結核(軽 症)一・良好。

昭和8年9月 血痕(鍛 同)ア リ10月10日 入院,X像 ニ

テ右 肺下葉 二少許 ノ細葉性陰影 アル ノミ、但 シ喀疲 中
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結 核 菌 陽 性、 盟 温37.3度 、 赤沈47(M.W)、 ピル ケー

底 反 慮(十)、 一赤血 球 薮442萬 。 血 色 素 量90%、 白血

…珠数10400、 淋 巴球 堆 多(33.6%)ア リ。 血 清 「ビ」量

0.30B.E、 昭 和9年1月27日 膿 温36.9度 、 赤 沈36

(M.W)、 血 清 「ビJ量0.30B.E、 人工 気 胸 術 施 行 、4

月28日 略治 退 院 。 退 院 時 所 見 。1喀 庚 申結 核 菌 陰 性 、

盟 温37.0度 、 赤 沈13(M.W)、 ピル ケ 口角 反 応(十)、

血 清 「ビ」量0.56、 其 後 通 院 ニ テ 人 工 気 胸 術 緩 行 、6

月1日 所 見、 髄 温36.8度 、 赤沈121(M.W)、 血 清 「ビ」

量0.96B.E。

第19例 一18歳 一♀一。

右 側 早 期 浸 潤(軽 症)→ 良 好 。

昭 和8年3月 末 ヨ リ微 熱 ア リ。7月18日 入 院 。所 見 。

右 肺 炎部 二 少数 ノ水 泡 音 、 赤 沈88(M.W)、 髄 温37.1

度 、 赤血 球 鍛380萬 、 血 色 素 量79%、 白血 球 数7600、

淋 巴球 増 多(35.0・%)血 清 「ビ リル ビン 」量0.24B.E,

人 工 氣 胸 術 、 経 過 良 好 、8月31日 退 院 。 所 見、 盟 温

37.0度 、 赤 沈28(M.W)、 水 泡 音 ヲ聴 取 セ ズ、 血 清

「ビ」量0 .30B.E、 退 院 後通 院 ニ テ 人 工 氣 胸 術 緩 行 、

10月28日 所 見、 燈 温36.8度 、 赤 沈15(M.W)、 血 清

「ビ」量0 .60B.E。

第20例 一24歳IC

左 側肋 膜 肺 炎 型 結 核(重 症)→ 良 好。

昭 和8年9月 、 感 冒感 ア リテ38.3度 ノ登 熟 ア リ。 爾

来 微 熱 去 ラ ズ。10.月12日 入 院 。 所 見。 左腕 全般 二輕

濁 音 ア リテ、水 泡 音 ヲ左 腕 至 ル所 二聴 取 ス 。髄 温37.5

嵐 ビル ケ ー氏 反 磨(一)、 マ ソ トウ底 反癒(奮 「ツ ベル

〃 リ ソ」1千 倍 稀繹 ニ テ)(十)赤 血 球 数410萬 。血 色素

量80%、 白血 球 数5200食 慾 佳 良 。 血 清 「ビ」量(±)、

12月29日 、 髄 温36.7度 、 赤 沈68(M.W)、 ピル ケ ー

氏 反 応(±)、 血 清 「ビ」量(±)、3月27日 横 隔 膜 瀞 経

捻 除 術。 當 日所 見 、 禮 温36.6度 、 赤 沈32(M.W)、

ビル ケ ー底 反 慮(十)、 血 清 「ビ」量(±)、 経 過 良 好 二.y

テ4月28日 退 院 。所 見 。燈 温36.7度 、赤沈40(M.Wジ 、

血 清 「ビ」量0.20B.E、 退 院 後 モ経 過 良好 ナ リ。但 シ'胸

部 所 見 ハ前 後 ヲ通 ジ テ著 シ キ差 違 ヲ見 ズ。喀疾 中結 核

菌 ・・毎 常 多 数 二検 出 セ ラル 、1年 後 赤沈23(M.W)、

無 熱 、血 清 「ビ」量0.30B.E、 其 後 モ経 過 良好 ナ リ。

第21例 一15歳 ♀。

左側肋膜肺炎型肺結核(重 症)→ 良好。

昭和8年2月 頃 ヨ1,角燈運 動後 二登 熟(38.0-40.0度 ン

咳漱喀疲 軽度。8月4日 入院。所 見、左姉 上中部 二水

泡 音 稽 ζ有 響 性 ナ リ。 饅 温37.6度 、赤沈76(M.W)、

榮 養 佳 良 ピル ケ ー 氏 反応(+)、 赤 血 球480萬 血 色 素 量

73%、 白血 球 数12400、 血 清 「ビ リル ビ ン」量(±)、 人

工気 胸 施 行 、 経 過 良 好 、無 熱 トナ ル。9月15日 退 院 、

退 院 後 モ 人 工 氣 胸 術 練 行 。:第13同 気 胸 後(11.月10日)、

赤沈30(M・W)、 血 清 「ビ」量0.50B.E,其 後 モ経 過 良

ミソ。

第22例 一18歳 ♂。

右 側 肺 門 部淋 巴腺 結 核(中 等 症)→ 良 好 。

昭 和8年8月 獲 熱(38.6、 度)血 痕 ア リ。9月8日 喀 血 、

其 後 自覚 症 状 ・・消 退 ス。10月15日 入 院 。 所 見、 饅 温

37・3度 赤 沈8(M・W)、 ピル ケ ー 氏 反 応(十) 、 赤 血 球

数510萬 、 血 色 素 量83%、 白血 球 鐵8400、 血 清 「ビ」

量0・80B・E,経 過 良 好 ニ シテ3月28日 退 院、 所 見 、

赤沈(M・W)、 ビル ケ ー氏 反 応(十)、 禮 温37.0度 、血

清 「ビ」量1.02B.E。

第23例 一25歳 ♀b

両側混合性肺結核(重 症)→ 良好。

昭和8年9月13日 悪寒 戦標 ヲ以 テ登 熟(38.8度1)血 痕

ア リ、ソレ以後弛張熱。12月28日 入 院。所見、饅温

37・3度右上葉部 二水泡音 多 シ。 ピルケ ー氏反応(±) 、

赤沈48(M・W)、 赤血球 敷430萬 、血色素 量、89%白

血球数9000、 血清 「ビ」量(±)、 経過 良好 ニ シテ燈温

37・0度 トナ リ血痕 ナ、。3月27日 退 院ス。所 見、水

泡音甚 ダ少鍛、赤沈20(M.W)、 血清 「ビ」量0.30B.E。

第24例 一24歳 ♀。

雨 側 生 壇殖 性 肺 結 核(重 症)→ 良 好 。

昭 和8年7.月 初 メ ヨ リ喀 疾 咳 漱 ア リ。 微 熱 。8 .月4日

入 院・ 所 見 、 髄 温37・5度 、 水 泡 音 ・・左 側 上 牛部 二多

久 右 側 二少 数 ナ リ。 赤 沈39(M.W)、 赤 血 球 鍛470

萬。 血 色 素 量72%、 白血 球 鍛10500、 ピル ケ ー一兵 反 応

(一)・ 血 清 「ビ」量(一)、 経 過 良 好 ニ シテ 水 泡 音 減 少

ス。 昭 和9年3月16● 日退 院所 見。 髄 温36.8.度 。赤 沈

70ぐM・W)、 血 清 「ビ」量(一) 。

第25例 一22歳1C

右側肺 上葉炎(重 症)→ 良好。

昭和8年3月 喀血 ア リ。 以來咳漱喀疾軽度。微 熱及右

側胸痛 ヲ訴 フ・12月14日 入院 所 見、右肺尖部 二水

泡音。髄温37・1度 、赤沈71(M.W)、 赤血球鍛480萬

血色素 童96%・ 白血球 数8150、 ビルケー長尻 磨(十)
、

血清 「ビ」量(±)、 人 工氣胸 術 ニ ヨ リテ 経過良好 トナ

ル。4月5B退 院。
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(人 工 氣 胸17同 後)所 見 、髄 温36.8度 、赤 沈33(M・W)、

ピ ル ケ ー 氏 反 旛(十)、 血 清 「ビ」量0.32B・E。

以 上25症 例 中 第1乃 至 第11症 例 ハ 入 院 後 経 過

悪 シ ク途 二死 亡 セ シ例 ニ シテ、重 症 者 ナ ル テ以

テ 入院 當 時 ヨ リ血 清 「ビ リル ビ ン」含 有 量 多 カ ラ

ズ、 而 モ末 期 二及 ンデ ハ更 ニー 層 低 下 シ テ全 ク

血 清 ノ「ビ リル ビ ン」反 慮 陰 性 トナ レル テ見 ル。

其 中第3、 第9、 第10症 例 ノ如 ク入院 當 時 ヨ リ血

清 「ピ リル ビ ン」反 慮 陰 性 ナ リ シ例 モ ア リ。第12

乃 至 第15症 例 ハ経 過 二攣 動 少 キ例 ニ シテ、血清
、

「ピ」量 亦大 ナ ル動揺 テ 見 ズ。 第16例 以 下 ハ経

過 良 好 ナ ル モ ノニ シ テ、 ソ ノ血 清 「ピ リル ピ ン」

量 ハ大 盟 二於 テ経 過 二庶 ジテ檜 加 スル傾 向 テ見

ル。 第1症 例 ノ如 キハ病 勢 一 時 停 止 シテ治 癒 傾

向 テ トリ、 後 二悪 化 シテ途 二死 亡 セル モ ノナル

ガ。.血清 「ピ リル ピ ン」量 モ亦 之 二癒 ジ テー 時 上

昇 傾 向 テ トリ、 後 二減 少 セ ル テ見 ル。 即 チ血 清

「ピ リル ビ ン」量 ハ肺 結 核 患 者 ノ病 状 二慮 ジテ消

長 ス ル モ ノナル テ知 ル。

第四章 考 察

1847年'27,Virchowハ 陳 菖 ナ ル 出 ぽ皿竈 内 二黄 赤

色 ノ結 晶 性 色 素 テ褒 見 シ、 コ レテ血 色 素 二由來

ス ル モ ノナ リ トシテ 「ヘ マ ト ィ デ ィ ン」ト命 名

シ、 此物 質 ト「ピ リル ビ ン」トノ間 二類 似 テ認 メ

タ リ シガ ・28Fischer&Reinder,129Rich&Bu-

mstead.;-bヨ リテ 此 雨 者 ガ化 學 的 二同 一物 質 ナ

リ ト決 定 セ ラ レテ、 「ピ リル ビ ン」ガ血 色 素 二由

來 ス ル コ トハ現 今 二於 テハ疑 フベ カ ラザ ル所 ナ

リ。130)Nencki二 依 レバ禮 内 一 於 テ不 断 二死 滅

崩 壊 シツ ・アル赤1佃 求 ニ ヨ リテ生 ズ ル 「ヘ モ グ

ロ ビ ン」ハ、 蛋 白 ト「ヘ マ チ ン」トニ分 解 サ レ、次

デ 「〈・マ チ ン」ハ鐵 テ 伊ミヒ水分 テ得 テ 「ビ リル ビ

ン」テ形 成 ス ル モ ノ ト推 定 セ ラル。

C32H32N404Fe十2H20→C,2H36N406十Fe

〈Haematin)(Bilimbin)

然 シテ其 排 泄 ハ專 ラ肝 細 胞 二依 リテ行 ハ レ、 輸

膀 管 テ経 テ腸 内 二放 出 セ ラル ・モ ノナ リ。「ビ リ

ル ビ ン」排 泄 ノ脛 路 ハ斯 ク簡 軍 ナル モ、其 生産 場

所 二關 シテ ハ古 來 諸 設 ア リテ今 日未 ダ確 固 タル

結 論 二達 セ ズ。 帥 チ專 ラ肝 細胞 設 テ論 ク モ ノア

リ、 肝 外 性 生 産 設 ラ トル モ ノ ア リ。 雨 設 共 二眞

ナ リ トナ ス モ ノア リ。 或 ハ身 禮 至 ル所 ノ細 胞 二

於 テ 「ビ リル ビ ン」形 成 螢 マル トナ ス モ ノア リ。

又 非 細 胞 性 二流 血 中 二於 テ モ行 ハ ル トナ ス モ ノ

ア リ。 コ レガ論 豫 ラ ナ ス實 験 報 告 二至 ツテ基 ゲ

テ撒 フル ニ耐 エ ズ(⑳ 角 尾 晋 「黄 疸 褒 生 ノ病 理 」、

(32大野 章 三 「黄 疸 登 生 一 元 論 」参 照)
。

「ビ リル ピ ン」ノ形 成 ガ身 禮 中如 何 ナ ル場 所 二於

テ モ行 ハ ル ・コ トハ恐 ラ ク眞 ナ ル ベ ケ レ ドモ、

其 最 モ数 量 的 二意 義 アル モ ノハ網 状 織 内被 細胞

系 統(特 二脾 臓)ナ リ ト認 ム ル ハ 近 來 ノ定説 ナ

リ。

血 清 「ビ リル ピ ン」量 ノ「ピ リル ピ ン」生 産縮 量 ト

排 泄 線 量 トノ差 ノZF衡 状 態 トモ解 スベ キ モ ノニ

シテ、 而 テ コ ノ李 衡 ハ其 個 罷 二關 ス ル限 リ甚 グ

安 定 セル モ ノナ リ。 試 ミニ流 血 中 二 「ピ リル ピ

ン」ノ大 量 テ輸 入 ス ル モー 時 的 二過 「ビ リル ピ ン」

血 テ惹 起 シ得 ル ニ止 リ、 長 ク モ数 時 間 一 シテ注

射 前 ノ歌 態 二復 蹄 スル モ ノナ ル コ トハ㈹ 佐 伯 、

3411E津等 ノ動 物 實 験 ノ成 績(35)Bergmannノ 人盟

二於 ケル試 験 二徴 シテ 明 カ ナ ル所 ナ リ。 ㈹余及

ピ坂 本 ガ肺 結 核 患 者 二於 テ 「ビ リル ピ ン」員 荷 テ

試 ミタ ル成 績 モ亦 同様 ナ リ.即 チ「ピ リル ピ ン」

排 泄 器 官 ト シテ ノ肝 細 胞 ハ甚 ダ大 ナ ル代 償 機能

ラ有 ス ル モ ノニ シテ、 廣 般 ナ ル禰 蔓 性 ノ障 碍 テ

受 ケザ ル限 リ血 清 「ビ リル ビ ン」李 衡 ノ失 調 テ來

ス コ トナ シ。

血 清 「ピ リル ピ ン」量 ハ 各種 ノ黄 疸 ノ他 二、 急 性

傳 染 病 時 謝39)妊娠 闘肝 硬aj・(42)心臓 性 俘 腫 及 ピ 脚

氣 俘 腫 ㈹ 燐 中毒 ㈱ 「サ ル ヴ アル サ ン」注射 後 ㈹等

二於 テ過 「ピ リル ピ ン」血 テ認 ムル モ ノニ シテ其

他 心 臓 欝膜 症 ㈹徽 毒 、 「マ ラ リア」等 二於 テ黄疸
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ラ來 ス コ トアル ハ屡 ㌃認 ム ル所 ナ リ。

過 「ビ リル ビ ンJ血 招 來 ノ機 構 二就 テハ(1)炎 症

二依 ル溶 血 ノ増 加,(2)肝 臓 障 碍 、 即 チ各 種 ノ

原 因 ニ ヨル肝 細 胞 ノ「ビ リル ピ ン」排 泄 機能 ノ障

碍 ノ結 果 ナ リ ト認 メ ラル。

扱 テ結 核 二於 テ肝 臓 ニハ種 々 ノ攣 化 テ見 ル。 病

理 解 剖學 的 ニハ、 結 核 菌 二依 ル粟 粒 結核 、 肝 炎

及 肝 硬髪 テ來 シ、 結 核 毒 素 ノタ メニ潤 濁 腫 脹 脂

肪 攣 性及 「ア ミロ1ド 」攣 性 テ來 ス(〈+7)Hildebra-

ndt㈹Lorenz㈹Landau等)又 醐 木上 ノ報 告 二

徴 スル モ(6)Barat&Wagner・ ・重 症 肺 結 核 患

者 ニテ中 毒 症 状顯 著 ナル モ ノ特 二腸 結 核 テ合 併

セ ルモ ノー ハ含 水炭 素代 謝 障碍 テ來 ス テ見 、岡

瀧 本、細 沼、原 田 、安藤 ハ 「ガ ラク トー ゼ」試 験 二

依 リ肺 結 核 ニ ハ、63.5%陽 性 テ示 シ殊 二滲 出 性

ノ者 ハ100%陽 性 ニ シテj曾殖 型 及 硬 攣 性 ニ テ モ

重 症 ナ ル者 ハ陽 性 度 高 シ ト報it計セ リ。(5i)O,con-

ner其 他 ノ``Cinchophenoxidationtest"

亦略 ㌃同檬 二 甚 ダ 高 キ 陽 性 卒 ラ 見 ル。 其 他

Hildebrandt,Landau,(52)且echt&Bonem(53)

Chlebnikow,54)Landau&Gloganer(551Horak

(56)Grafe&Schr6der等 亦 肺 結 核 患 者 二於 ケル

肝臓 機 能 障 碍 テ立 謹 セ リ。 爾 結 核 末 期 二於 テハ

心臓 衰 弱 バ リ厘 く鰐 血 肝 テ來 シ肝 臓 テ鯛 知 シ得

ル モ ノア リ。 叉 腸 結 核 テ合 併 セル モ ノ ニ ハ特 二

肝臓 障 碍 著 シキ モ ノアル ハ容 易 二推 察 シ得 ル所

ナ ル。

以 上 ノ如 ク重 症 肺 結 核 二於 テ ハ、 高 熱 、 心 臓 衰

弱 、肝 臓 障 碍 等 、 過 「ビ リル ビ ン」血 テ招 來 スル

條 件 備 バ レル ニモ拘 ラズ、 而 モ余 ガ本 論 二述 べ

シ如 ク重 症 肺 結 核 患 者 中 二1人 ノ過 「ピ リル ビ

ン」血 アル ラ知 ラズ。却 ツ テ血 清 「ビ リル ビ ン.産

減 少 ノ傾 向顯 著 ナ リ。 殊 二高 熱 者 二於 テ又 腸 結

核 合併 者 及 尿 中病 的 成 分 ノ検 出 セ ラ ル ・ モ ノ

肝 臓 障 碍)拉 二末 期 浮 腫 アル モ ノニ於 テ、 血 清

「ビリル ビ ン」量 ハ特 二低 ク
、 大 部 分 ハ殆 ド血 清

「ピ リル ビ ン」反 慮 テ呈 セズ
。

叉 豫 後的 二見 テ死 亡 セル モ ノハ、血 清 「ビ リル ビ

ン」量 少 ク経 過 ヨ リ 見 テ病 勢 悪化 シ…般 状態 障

碍 ノ加 ハ ル ニ件 ヒ血 清 「ピ リル ピ ン」量 ハ漸 次 低

下 シ、 末 期 二及 ン デ陰 性 「アネ ル ギ ー」トナ リ、

尿 中 二「ヂ アツ オ」反 磨 陽 性物 質 テ謹 シ、最 後 二

末 期 浮 腫 テ見 ル ニ至 リテハ 血 清 「ビ リル ピ ン」反

慮 陰 性 トナ ル。 斯 ル事 實 ハ… 見全 ク背 理 的 ナル

現 象 ナ リ.Warnecke・ ・重 症 肺 結 核 患 者 二於 ケ

ル血 中 「ビ リル ビ ン」量 ノ減 少 ノ原 因 ラ肝 細 胞 及

網 状 織 内細 胞 系 統 ノ中毒 性 障碍 拉 二血 色 素 ノ酸

素 囁 取 ノ不 充分 ナ ル爲 ナ リ ト推 論 セ リ。

余 ガ坂 本 卜共 二試 ミ タ ル 肺 結 核 患 者 一 於 ケル
も

「ビ リル ビ ン」員荷 試 験 ノ成 績 二徴 ス レバ、「ビ リ

ル ビ ン」排 泄 能 力 ハ 相 當 ノ重 症 者 ニテ モ著 シ キ

障 碍 アル テ見 ズ。(即 チ輕 症 者 、 中等 症 患 者 中 ニ

アル過 「ビ リル ビ ン」血 ノ原 因 テ排 泄 機 能 ノ低 下

二蹄 スル能 ハ ズ)サ レ ド末 期 二及 ・ぐバ、殊 二腸 結

核 テ合併 セ ル者 ニ シテ。 旬 日中 二死 亡 セ シ例 ニ

テハ 多少 ノ排 泄 障 碍 ア リテ、 員 荷 「ピ リル ピ ン」

ノ血 中滞 留 傾 向 アル テ見 タ リ。 然 モ斯 ル モ ノハ

員荷 前 ノ」(ll清〔ビ リル ビ ン」反 磨 陰 性 ナ リキ。

Baratハ``DieGallenausscheidungbleibt

langeintakt,dochsp乞ternimmtdiePro-

duktionderGalledestuberkulosenIndi-

vidiumsab"ト 断 ジ タ リ。

以 上 二依 リテ考 フル ニ重 症 肺 結 核 患 者 二於 ケ ル

血 清 「ピ リル ビ ン」量 ノ著 明 ナル低 下 ハ 「ピ リル

ビ ン」排 泄 機 能 ノ昂進 ニ ヨル ニ非 ズ シテ「ピ リル

ビ ン」生 産 能 力 ノ低 下 二因 スル モ ノ トリ ト考 ヘ

ラル。 即 チ結 核 感 染 二依 リテ血 清 ピ リル ビ ン」

量 ノ檜 加 ス ・レハ網 状 織 内被 細 胞 ノ刺 戟 状 態 二依

ル モ ノ考 ヘ ラ レ、 重 症 者 二於 テ ハ網 状 織 内被 結

胞 障 碍拉 二血 色 素 代謝 ノ障 碍 二依 リ テ 「ピ リル

ビ ン」産 生 ノ減 少 スル 爲 二血 清 「ピ リル ビ ン」量

ノ低 下 テ來 ス モ ノ ナ リ。

之 二關 シ テ興 味 アル實 験 テ ナ シ タル ハ 〔8)G.de

Floraナ リ.氏 ハ{s7・Drouel等 ノ案 出 セ ル 「ア ド

レナ リ ン」試 験 ラ追 試 シタ ル モ ノニ シテ、30名

ノ肺 結 核 患 者 二 「ア ド レナ リ ン」ノ皮 下 注射 ラ行

ヒ、 時 間 的 二探 血 シテ 「ビ リル ビ ン」量 測 定 セ シ

ニ、 重 症 肺結 核 患 者 二 於 テ ハ 健 康 者 二 反 シテ
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「ビ リル ビ ン」量 上 昇 テ 見 ル能 ハ ズ 。 又 脾 臓 部 テ

「ク ロ ル エ チル」ニ テ 冷却 セ バ 健 康 者 二 於 テ ハ

「ピ リル ビ ン量 檜 加 シ、右 側 封 照例 テ冷 却 ス ル モ

過 「ピ リル ピ ン」血 テ見 ズ。 即 チ冷 却 ニ ヨ リテ脾

臓 ガ牧縮 シテ 「ピ リル ビ ン」テ血 行 中 二遊 出 セ シ

ム ル モ ノナ ル ガ、 重 症 肺 結 核 患 者 ニ テ ハ コ ノ反

慮 陰 性 ナ リ トイフ.而 テ斯 ル反 慮 陰 性 ナ ル ハ帥

チ 内被 細 胞 ノ機 能 低 下 アル故 ナ リ ト断 ジタ リ。

余 ノ見解 ト軌 テー一ツニ ス。

第五章 結 論

余 ハ 肺 結 核 患 者700名 二就 テ 且ijmansvan

denBergh氏 法 ニ ヨ リテ血 清 「ビ リル ビ ン』テ

測 定 シテ左 記 ノ知 見 テ得 タ リ。

1.肺 結 核 患者 血 清 中 二存 ス ル 「ビ リル ビ ン」・・

間 接 反 癒 性(第 一 型)ナ リ。

2.肺 結 核 患 者 血 清 「ビ リル ビ ン」量 ノ分布 歌 態

ハ輕 症 者 、 中等 症 者 ニ テ ハ健 康 者 ト大 差 ナ ク、

時 二過 「ビ リル ピ ン」血 ノ者 ア リ、 重 症 者 二於 テ

ハ著 明 二減 少 セ リ。

3.「 レ ン トグ ン」像 ヨ リ観 ル ニ、早期 浸潤(特 二

大 早期 浸 潤)ノ モ ノニ血 清 「ピ リル ピ ン」量 多 ク、

又 増 殖型 ノ肺 結 核 患 者 ハ滲 出型 ノモ ノヨ リ比 較

的 多 キ傾 向 ア リ。 肺 上 葉 炎、 播 種 性肺 結 核 ハ血

清 「ビ リル ピ ン」量 分 布 上 ヨ リ観 テ、他 ノ肺 結 核

ら比 シ テ特 記 スベ キ貼 ナ シ。

4.腸 結 核 、 喉 頭結 核 テ件 ヘ ル モ ノハ 血 清 「ピ

リル ビ ン」量 最 モ低 下 シ、痕 跡 的 以 下 ナル モ ノ大

多 撒 テ占 ム。

5.高 熱 アル モ ノ、 赤 血 球 沈 降 速 度 ノ著 明 ナ ル

促 進 テ示 ス モ ノ、 貧 血 著 シキ モ ノ、 白血球 過 多

ナ ル モ ノ、 白血球 像 ノ不 良 ノモ ノ(中 性 嗜 好 細

胞 、 大 軍 核 球 ノ=檜多 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 、 淋 巴

細 胞 ノ減 少)へ 然 ラザ ル モ ノヨ リ、 血清 戸ビ リ

ル ビ ン」量 低 シ。

6.喀 血有 無 ハ血 清 「ピ リル ピ ン」量 ト關 係 テ認

メズ。

7.尿 中 「ヂ ア ツ オ」反 慮 陽 性 トナ リ タル モ ノ、

末 期 俘 腫 アル モ ノハ血 清 「ピ リル ビ ン」反慮 陰 性

ナ ル モ ノ多 シ。

8.陰 性 「アネ ル ギー」患 者 ノ血 清 「ビ リル ピ ン」

含 量 ノ低 下 著 明 ナ リ。

9・ 人 工 氣 胸 術 、横 隔膜 神 経 捻 除 術 ハ 血 清 「ビ

リル ビ ン」量 二直 接 ノ影 響 テ與 ヘ ズ。而 テ是 等 ノ

施 術 二依 リテ病 勢 良 化 セバ 血 清 「ピ リル ビ ン」量

上 昇 シ、 悪 化 セ バ減 少 ス.

10.豫 後 不 良 ニ シテ 後 二 死 亡 ノ轄 蹄 テ トリ シ

患 者 ノ血 清 「ビ リル ビ ン」量 ハ低 シ。

11.血 清 「ビ リル ビ ン」量 ハ 肺 結 核 患 者 ノ経 過

ト共 二消 長 シ病 勢 悪 化 ノ際 ハ低 下 シ、 良 化 ト共

二上 昇 ス。

12.肺 結 核 患 者 血 清 「ビ リル ビ ン」量 ノ浦 長 ハ

「ピ リル ピ ン」排 泄 機 能 ノ如 何 二關 セズ シテ
、 寧

ロ生 産 ノ多 寡 二依 ル モ ノ ・如 シ。 從 ヒテ重 症 患

者 二於 ケ ル其 ノ減 少 ハ 「ピ リル ビ ン」生 産 母 地 タ

ル網 状 織 内被 細 胞 系 統 ノ機 能 衰 弱 テ意 味 シ、 其

檜 加 ハ 反 慮 的機 能 増 強 ノー 表現 ナ リ ト解 セ ラ

ノレ0

13.同 一 患 者 二於 テー 定 時 日 テ 以 テ 連 綾 的 二

測 定 セル血 清 「ビ リル ピ ン」量 ノ消長 ハ、他 ノ検

査 ト併 用 シ テ、 肺 結 核 豫 後 ト知 ノー 資 料 タ リ。

(終 リニ臨 ミ、 御 懇 篤 ナ ル 御 指 導 、御 校 閲 テ賜 ハ

リタ ル恩 師 今 村 教 授 二満 腔 ノ謝 意 テ表 ス)。
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